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１．はじめに

　本研究では，2016 年日本陸上競技連盟科学委員

会の活動として行われた国内外対象の主要競技会に

おける 200m レース分析結果から，疾走速度，ピッチ，

ストライドを中心に言及する．

２．方法

２－１．対象競技会

　対象競技会は下記 4競技会とし，レース測定およ

び分析を行った．

・ 第 32 回静岡国際陸上競技大会

 （2016 年 5 月 3 日）（以下，静岡国際）

・セイコーゴールデングランプリ陸上 2016 川崎

（2016 年 5 月 8 日）（以下，SGG）

・第 100 回日本陸上競技選手権大会

 （2016 年 6 月 24 日～ 26 日 ）（以下，日本選手権）

・第 31 回オリンピック競技大会

 （2016 年 8 月 12 日～ 21 日）（以下，Rio 五輪）

２－２．対象選手

　対象選手は競技会毎に下記のとおりである．

・静岡国際：男子 200m の上位 6 名および女子の上

位 6 名

・SGG：男子 200m 決勝進出者 8名

・日本選手権：男女 200m 決勝進出者，それぞれ 8

名

・Rio 五輪：男子 200m に出場した日本選手 3 名お

よびメダリスト 3 名

２－３．測定方法

　200m レースの測定は，液晶デジタルビデオカメ

ラ Lumix（DMC-FZ200，Panasonic，JAPAN）およびス

ポーツコーチングカメラシステム（GC-LJ25B シス 

テム，JVC，JAPAN）を 7～ 9台用いて，主に競技場

内の観覧スタンドから映像をハイスピード撮影する

ことで実施された．カメラの撮影速度は 239.76fps

（≒ 240fps）とし，各撮影ポイント（表 1）におい

てそのレースに出場している全選手（全レーン）が

入る画角を設定した．

　静岡国際および SGG，日本選手権において，測

定スタッフは 20m，55m，80m，100m，120m，150m，

180m 付近の延長上，観覧スタンドから撮影するた

めにそれぞれ配置された．レースの撮影は，スター

ターのピストル閃光を撮影した後，全選手がゴー

ルするまでパンニング撮影を行った．Rio 五輪にお

いては，限られたスタッフで実施したため，150m

地点延長線上メインスタンドから 20m および 120m，

150m 地点を，55m 地点延長線上第 1 コーナーから

55m 地点を，そして，180m 地点延長線上バックスタ

ンドから80mおよび100m，180m地点の撮影を行った．

表 1．撮影（測定）地点
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２－４．分析方法

　 映 像 分 析 に は 映 像 再 生・ 編 集 ソ フ ト

（QuickTimePro7，Apple，USA）によるフレーム表示

機能を用い，まず，全測定ポイントから撮影した映

像において，スターターのピストル閃光をゼロフ

レームに編集した．

　最高疾走速度および速度逓減率とフィニッシュタ

イムについて実施した相関分析はピアソンの積率相

関分析を用い，有意水準は 5% 未満とした．

２－４－１．通過タイムおよび区間平均速度

　通過タイムは各分析ポイントを選手の胴体部分が

通過した時点のフレーム数から求め，さらに，区間

平均速度の算出を行った．

２－４－２．速度逓減率

　速度逓減率は，最高速度から低下した速度の割合

を示す指標である．下に示す計算式により求めた．

　（[181m － 200m 区間平均速度 ] ÷ [ 最高速度 ] 

× 100） － 100

２－４－３．区間平均ピッチおよび区間平均ストラ

イド

　1 秒毎の区間平均ピッチ（以下，ピッチ）は，各

区間の分析ポイント通過後最初の 1歩をゼロ歩とし

て，計 6 ～ 12 歩（表 2）に要した時間のフレーム

数から算出した．

　区間平均ストライド（以下，ストライド）は，２

－４－１で求めた区間平均速度をピッチで除すこと

により求めた．

３．結果および考察

　図 1 は本研究の分析対象全レースにおけるフィ

ニッシュタイムと最高疾走速度の関係を示してい
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図 1．	2016 年シーズン 200m レースにおける最高疾走速度（上段）および速度逓減率（下段）とフィニッシュ

タイムの関係（●：男子　○：女子）

表 2．各区間におけるピッチの分析歩数
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イドの分析結果を示している．まず，最高疾走速

度は，延べ 9 レース全てにおいて 55-80m 区間にお

いて出現していた．最も高かったのは，BOLT 選手

の 11.3m/s で，メダリスト全員が 11m/s を超えてい

た．一方，日本人選手における 200m 最高疾走速度

11m/s 超は，藤光選手の日本選手権 R1（SB）と飯塚

選手の日本選手権 FI（SB）のみに留まった（共に

11.0m/s）．また，メダリストの速度逓減率平均値は

-12.8% であるのに対し，日本代表 3 選手それぞれ

の SB レースにおける速度逓減率平均値は -13.8% で

あった．ピッチは，LEMAITRE 選手を除く全選手（延

べ8名）において20-55m区間で最高値に達していた．

また，BOLT 選手と LEMAITRE 選手の 2 名がレース全

体を通して低値を示した．一方，ストライドの最高

値の出現は，55-80m 区間と 80-100m 区間に偏る傾

向があった．全体を通して高値を示した BOLT 選手

と LEMAITRE 選手の 2 名を除いた延べ 8 選手が上記

2区間で最高値の出現が見られた．

　図 3は日本新記録と日本高校・ジュニア新記録が

出た日本選手権女子 200m の決勝の結果を示してい

る（市川選手および今井選手，和田選手については，

測定不可能であった区間があったため省略した．）．

る．男女共に，最高疾走速度はフィニッシュタイム

と有意な相関関係が認められた（p < 0.01）．一方，

速度逓減率はフィニッシュタイムと有意な相関関係

が認められなかった．これらは，昨シーズンと同様

の結果であった．

　また，2016 年シーズンは 4 年に 1 度夏季五輪ブ

ラジル・リオデジャネイロ大会が開催され，3 年後

に夏季五輪東京大会を控えていること，BOLT 選手

が今回の Rio 五輪出場を最後に，今後五輪には出場

しないことも表明していること等から，注目度の高

い競技大会であった．その BOLT 選手らメダリスト

と日本代表選手の比較・検証を行った．（Rio 五輪

以外の他 3 対象競技会結果の詳細は参考資料を参

照．）

　図 2 は Rio 五輪男子 200m のメダリスト 3 名の決

勝（以下，FI）レースと，日本代表選手として出場

した 3名の予選（以下，R1）レースおよび日本代表

選手同 3 名の 2016 年シーズンベスト（以下，SB）

のレースにおける疾走速度およびピッチ，ストラ
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図 2．	Rio 五輪男子 200m メダリストと日本代表選

手における疾走速度（上段）およびピッチ（中

断），ストライド（下段）の比較

図 3．	2016 年日本選手権女子 200m 決勝における疾

走速度の変化

図 4．	斎藤愛美選手の 2016 年静岡国際および日本

選手権，日本ユース女子 200m 決勝における

疾走速度の変化
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日本新記録を樹立した福島選手は，終始高い疾走速

度で他を圧倒したが，特に，最高疾走速度（9.7m/

s）が出現するまでの 80m 地点までと中盤（121.5-

149.42m 区間）での速度の高さが顕著であった．速

度逓減率も，分析可能な 5 名中最も低い -16.6% で

あった．一方，日本選手権においてジュニア日本新

記録および日本高校新記録を樹立した斎藤選手は，

日本選手権後，同じく瑞穂で行われた第 10 回日本

ユース陸上競技選手権大会（2016 年 10 月 21 日～

23 日）（以下，日本ユース）女子 200m 決勝でジュ

ニア日本新記録および日本高校新記録を更新した

（23.45秒）．図4は斎藤選手の2016年シーズン3レー

ス（静岡国際，日本選手権，日本ユース）における

疾走速度の変化を比較したものである．最高疾走速

度は，静岡国際を除く 2 レースにおいて 55-80m 区

間で出現していた（日本選手権：9.6m/s，日本ユース：

9.3m/s）．速度逓減率は，静岡国際と日本ユースに

おいて，それぞれ -11.8%，-11.9% であったのに対し，

日本選手権では -18.4% であった．

４．まとめ

　2016 年における日本および世界一流 200m 選手の

レースを分析した結果，次のことが明らかとなった．

・2015 年シーズン同様，最高疾走速度はフィニッ

シュタイムと有意な相関関係がある．一方，速度

逓減率においては認められなかった．

・我々の今回の分析対象レースにおいて男子最高タ

イムは Rio 五輪準決勝および決勝時の BOLT 選手

の 19.78 秒で，決勝時の最高疾走速度は 11.3m/s

であった．同じく日本人男子最高タイムは，日本

選手権決勝時の飯塚選手の 20.11 秒で，その時の

最高疾走速度は 11.0m/s であった．一方，女子日

本新記録を樹立した福島選手のタイムは 22.88 秒

で，その時の最高疾走速度は 9.7m/s であった（日

本選手権 FI）．また，ジュニア日本新記録および

日本高校新記録を更新した斎藤選手のタイムは

23.45 秒で，その時の最高疾走速度は 9.3m/s で

あった（日本ユース FI）．
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